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も、 5つのうち2っか3つ理解してやってもら !? 
えるかどうかであろう。それで、 1997年度後 !1・
期の大学学部で担当する自分の授業で班ポー ; 
トフォリオの実践を行った。他人にやってもら :: 
うより、自分がやるほうが早いということもあ ;f 
ったが、 他人にあれこれ言うだけで¥実際には !
自分はできないというのも何か後ろめたい思 j
し、もあったからである。以後、私の大学での授i
業アイディアも小・中・高と校種は違っても結 !
構通用することがあることが分かつてきた。良i
し、実践法は、年齢をも超えるのである。
その過程でポートフォリオの本質が“自己評 i
価"にあることも分かつてきた。教師用ポート e
フォリオは、直接的には子どもの学びの成果を!
長期的に収集して、言語やビジュアルや行動な :
どの多面的な学びを教師や子ども自身や他の ;
子どもや保護者などから多角的に評価するだ:
けでなく次なる学びを方向付けるのであるが、 '
他方では、教師自身の力量形成を図って授業改i
善にも生かすべきものであることも分かつて :
きた。
そして、 1998年に日本カリキュラム学会で!
私の大学におけるポートフォリオ実践を発表!
したところ、加藤幸次先生から二人で『総合学!
習のためのポートフォリオ評価J](繋明書房)
という本を出さなし、かという誘いがあり、先の :
現職院生の勤務校で当時注目され始めていた:
総合的な学習を全校的に(と言っても、教員は!
管理職を含めて 7名、児童は40数名で、あった
が)ポートフォリオを使った実践を行う予定で;
もあったので、その結果が出るのを待っていた
だいて、翌年末の出版にこぎつけた。
幸いにも、この図書やその後に出版した数冊・
の図書もポートフォリオを使った実践として
は学校の先生方の支持を受けて、比較的好意的，
に迎えてもらえたのではなし、かと思う。私のや
ってきた仕事と学校の先生が求めることと「焦
点が合ったJということである。
以上のように、私がポートフォリオに出会う
ことになったのは自ら大方針を立てて、突き
進んでいった結果ではなく、学校の先生の切実
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私の研究のこれまでとこれから
-t 、a、・
均二 な必要性に触れ、それをヒントに私のできるこ
，、でとをしてきたにすぎない。
、そ ・
私は、 2004年 4月から奈良教育大学に職場
を移して、教育方法学、特にカリキュラム研究
を中心に仕事を行っている。生まれ育った大阪
か を離れて福井に行き、 23年ぶ引こ戻ってきた
叱 近畿圏である。やや浦島太郎状態かもしれない
、
氏 と思いつつ、これまでの仕事をどのように生か
すべきかということも念頭に入れて、新しい試
みに取り組もうと思っている。
思い起こしてみれば、私が初めて評価に関わ
1 るようになったのは、大阪市立大学大学院の指
ト導教官で、あった佐藤三郎先生のお陰で州立ジ
ョージア大学(米国)に留学でき、その際にE.
P.トーランス先生の下で研究助手として創造
ャ 性テストの標準化の仕事をしたことに始まる
シ のである。本学大学院の後期博士課程を 1年間
; 休学して、アメリカで仕事をして、学んだこと
」 からである。佐藤先生からアメリカのカリキュ
ラム論の基礎・基本を教えてもらったこととと
もに、創造性テス トについて学んだことが有形
無形の形で今の仕事にも役立つているように
思える。
今年3月、前述のASCDのビデオで紹介さ
れているアルバーノ大学に出張し、学生の自己
評価を軸に展開している教育実践の実情調査
や資料収集にあたった。すでに福井大学教育学
部(その後、教育地域科学部に改組)にいた頃
から教育実習生のポー トフォリオ実践を個人
的にも学部全体としても行ってきたが、現職前
教育にもこれから一層取り組みたいと思って
' .・、
，ft." 
気
、
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いる。
また、最近では、文部科学省の学力テストや
学校のテストが蔓延し、その弊害も問題になり
つつあるが、総合的な学習だけでなく教科学習
においてもペーパーテストで計れる量的評価
だけでなくポートフォリオに代表される子ど
もの学びの質的評価の在り方についてもさら
に研究を深めたい。院生時代、佐藤先生やトー
ランス先生から学んだ事柄を今どれだけ自分
の中で熟成・発展させたのかというと何とも心
許ない。特にトーランス先生には、亡くなられ
る3ヶ月前、アメリカの病院にお見舞いに行っ
た折り、私を見て何か悲しげな顔をしておられ
るように感じて、自分は学恩を受けたにもかか
わらず、何ほどのことができたかという思いが
してならない。そのような思いともどこかで繋
がりながら、結果的に40代初めにまとめたア
メリカの同心円的拡大のカリキュラム論を踏
まえてわが国のカリキュラム論の再検討に至
れば…とし、う期待もある。
私の仕事にとって究極のゴーノレは、教師が子
どもの学びを評価して、評定を下すというより
むしろ教師が手助けしながら子ども自身が学
び¥自ら評価をすることである。私がこれまで
もこれからも一緒に協働的な仕事をする場所
は、普通の先生が普通の子どもを教える普通の
学校である。そのような中で教育の研究実践を
重ねながら、そこから理論化して、学校の先生
方の教育実践について何かお役に立てれば、こ
れにすぎる幸せはないと思う。
